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《モネの池に夕の雲映る》　六曲一隻屏風（部分）　2013年

ジャポニスムの源流を訪ねて

ジヴェルニー印象派美術館で
平松礼二展ふたたび

２０１３年フランスのジヴェルニー印象派美術館、
翌14年ベルリン国立アジア美術館での個展を成功裡に終了。
以来、国際舞台で活躍する数少ない日本人画家として脚光を集める平松礼二さん。
その個展が、現在、ジヴェルニー印象派美術館で開催中だ。
５年ぶり２度目となる今回は、日仏友好１６０周年記念の一環でもあり、
６月半ば双方の政府関係者、来賓を集めた祝賀会、講演会が盛大に行われた。
ここでは華やかな式典当日の模様をはじめ、
画家と同館学芸員による特別対談の一部始終を収録。
巨匠モネ《睡蓮》との出会いにはじまり、平松芸術の代名詞ともなった
“ジャポニスム・シリーズ”の魅力、国際的評価の高まりなどを見つめる。
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円窓の作品《緑陰》が設置された平松礼二inジヴェルニー会場入口［上］と
大作屏風が並ぶ場内。課外授業の生徒たちは初めての日本画体験に興味津々

巨
匠
を
魅
了
し
た

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
の
対
比

　
日
仏
友
好
１
６
０
周
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
る
今
年
は
、
両
国
が
国
を
あ
げ
て
支

援
す
る
記
念
事
業
が
双
方
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
今
夏
７
月
か
ら

〈
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
２
０
１
８
：
響
き
あ
う

魂
〉
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
パ
リ

を
中
心
に
様
々
な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
ス

タ
ー
ト
。

　
ゴ
ッ
ホ
や
モ
ネ
な
ど
印
象
派
の
巨
匠
た

ち
を
魅
了
し
一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
も

な
っ
た
“
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
”
の
意
義
を
見

直
す
こ
と
で
、
２
国
間
の
文
化
交
流
の
さ

ら
な
る
発
展
を
促
そ
う
と
い
う
も
の
だ
。

そ
し
て
今
回
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
印
象
派
美

術
館
で
の〈
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
─
─
印
象
派
〉

展（
７
月
15
日
ま
で
）と
同
時
開
催
と
な
っ

た
〈
平
松
礼
二 

in 

ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
〉

（
11
月
４
日
ま
で
）
も
そ
の
一
環
と
し
て

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
何
よ
り
取
材
当
日
の
祝
賀
会
場
に
、
木

寺
昌
人
（
在
仏
日
本
大
使
館
・
特
命
全
権

大
使
）、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
レ
コ
ル
ヌ
（
フ

ラ
ン
ス
国
務
長
官
・
大
臣
）、テ
ィ
エ
リ
ー
・

ク
デ
ー
ル
（
ウ
ー
ル
県
知
事
）
と
い
っ
た

政
府
関
係
各
氏
が
列
席
し
た
こ
と
。
ま
た
、

後
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
、

日
本
か
ら
安
倍
首
相
代
理
と
し
て
河
野
太

　
日
本
画
家
・
平
松
礼
二
さ
ん
の
ジ
ヴ
ェ

ル
ニ
ー
印
象
派
美
術
館
で
の
２
度
目
と
な

る
個
展
が
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
。
前
回

（
２
０
１
３
年
）
お
よ
び
翌
年
の
ベ
ル
リ

ン
で
の
展
覧
会
の
模
様
は
そ
の
都
度
本
誌

で
詳
報
。
と
り
わ
け
両
展
が
現
存
の
日
本

人
画
家
を
取
り
上
げ
た
企
画
展
（
美
術
館

主
催
）で
あ
る
こ
と
、ま
た
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー

で
は
出
品
作
す
べ
て
が
美
術
館
買
上
げ
と

な
る
な
ど
、
異
例
づ
く
し
の
内
容
が
特
記

事
項
と
も
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
、
巨

匠
モ
ネ
と
の
出
会
い
に
は
じ
ま
っ
た
平
松

さ
ん
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク“
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
・

シ
リ
ー
ズ
”
は
、
果
た
し
て
い
ま
現
地
で

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
評
価
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
６
月
15
日
、
記
念
式

典
お
よ
び
講
演
会
が
行
わ
れ
た
ジ
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
印
象
派
美
術
館
を
訪
れ
、
リ
ア
ル
な

反
応
を
探
っ
た
。

国
際
画
家
へ
の

さ
ら
な
る
布
石
編
集
部

ジャポニスム-印象派展および平松礼二展を開催中のジヴェルニー印象派美術館

2018年６月15日に行われた式典に臨む平松礼二氏
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郎
外
務
大
臣
ら
が
相
次
ぎ
来
館
、
と
い
う

事
実
も
同
展
の
位
置
づ
け
と
か
か
る
期
待

の
大
き
さ
を
物
語
る
。

　
展
覧
会
場
へ
と
目
を
向
け
れ
ば
、
地
上

1
階
で
〈
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
─
─
印
象
派
〉

展
を
、
そ
し
て
地
階
一
室
が
〈
平
松
礼
二 

in 

ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
〉
展
と
い
う
２
部
構

成
。
前
者
が
モ
ネ
、
ボ
ナ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ

ら
が
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
の
も
と
に
描

い
た
逸
品
の
数
々
と
、
そ
の
起
点
と
な
っ

た
北
斎
な
ど
の
浮
世
絵
の
数
々
を
展
示
。

後
者
は
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
印
象
派
美
術
館
の

平
松
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
モ
ネ
の
影
響
が

顕
著
な
絵
画
6
点
、
屏
風
２
点
を
厳
選
、

公
開
。
印
象
派
の
巨
匠
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て

描
い
た
日
本
様
式
の
絵
画
表
現
と
、
モ
ネ

《
睡
蓮
》
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
現
代

日
本
画
家
が
展
開
す
る
煌
び
や
か
な
《
睡

蓮
》
と
の
対
比
が
何
と
も
興
味
深
い
。

　
そ
ん
な
こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、
館
内
は

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
、
平
松
展
会
場
で
も
出
品
作
を
熱

心
に
見
つ
め
る
人
々
の
姿
が
印
象
に
残
っ

た
。
言
い
換
え
れ
ば
彼
ら
に
と
っ
て
の
印

象
派
は
見
慣
れ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
か
た

や
平
松
芸
術
は
大
多
数
に
と
っ
て
初
め
て

の
日
本
画
体
験
。
そ
れ
だ
け
に
作
品
へ
と

向
け
ら
れ
た
関
心
と
興
味
は
同
朋
の
私
た

ち
の
想
像
を
は
る
か
に
上
回
る
と
言
っ
て

い
い
か
も
知
れ
な
い
。

レ
ク
タ
ー
も
黙
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
気
運
の
高
ま
り
は
画

家
の
市
場
評
価
に
も
着
実
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。
２
０
１
４
年
ま
で
号
＝
40
万
円
で

推
移
し
て
い
た
作
品
の
発
表
価
格
は
、
15

年
以
降
号
＝
50
万
円
と
右
肩
上
が
り
だ
。

　
同
行
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
成
川
實
さ
ん

（
箱
根
芦
ノ
湖 

成
川
美
術
館
館
長
）の「
日

本
画
の
伝
統
を
継
承
し
、
異
文
化
と
の
交

流
の
中
で
創
造
さ
れ
た
平
松
芸
術
が
“
世

界
画
”
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

国
際
画
家
と
い
う
形
容
が
も
は
や
誇
張
で

は
な
い
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
一
日

だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （

F
）

現
代
日
本
画
に
注
が
れ
る

関
心
の
高
ま
り

　
そ
の
後
、
午
後
４
時
か
ら
は
木
寺
大
使

の
挨
拶
の
後
、
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
ル
コ
ン
ト

（
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
印
象
派
美
術
館
・
学
芸

担
当
）、
平
松
礼
二
２
氏
に
よ
る
対
談

（
88
～
91
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
が
ス
タ
ー
ト
。

大
多
数
の
聴
衆
の
思
い
を
代
弁
す
る
か
の

よ
う
な
質
疑
応
答
が
飛
び
交
い
、
同
館
が

所
有
す
る
ま
で
に
至
っ
た
“
ジ
ャ
ポ
ニ
ス

ム
・
シ
リ
ー
ズ
”
の
魅
力
と
評
価
、
さ
ら

な
る
発
展
の
可
能
性
が
多
様
な
視
点
か
ら

語
ら
れ
た
。
ま
た
、
会
場
を
移
し
開
催
さ

れ
た
祝
賀
会
に
は
木
寺
大
使
夫
妻
ら
も
参

列
。
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
も
入
り
終
始

打
ち
解
け
た
雰
囲
気
の
中
、
最
後
は
平
松

さ
ん
の
音
頭
で
フ
ラ
ン
ス
国
歌
を
合
唱
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
っ
た
。

　
６
時
間
に
及
ん
だ
式
典
を
終
え
た
帰
り

の
車
中
、
ふ
と
思
っ
た
の
は
、
前
回
、
そ

し
て
今
回
と
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
印
象
派
美

術
館
で
の
２
度
に
わ
た
る
平
松
礼
二
展
が
、

画
家
に
と
っ
て
は
国
際
的
評
価
を
得
る
た

め
の
試
金
石
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
。

２
０
１
３
年
の
来
場
者
が
７
万
４
０
０
０

人
、
今
回
も
さ
ら
な
る
入
場
者
数
が
見
込

ま
れ
る
と
い
う
現
地
関
係
者
の
声
。
さ
ら

に
美
術
館
が
作
品
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
た

と
い
う
評
価
実
績
が
あ
れ
ば
、
欧
米
の
コ

［上］祝賀会に参列した主賓。左
より在仏日本大使館・特命全権大
使 木寺昌人夫人、フランス国務長
官・大臣 セバスチャン・レコルヌ氏、
在仏日本大使館・特命全権大使 
木寺昌人氏、ウール県知事 ティエ
リー・クデール氏、モネ財団理事
長 ウッグ・ガル氏、平松礼二氏
［下右］木寺夫妻、フレデリック・
フランク氏（ジヴェルニー印象派
美術館館長）から花束を贈呈され
る平松氏
［下左］平松展会場を訪れた河野
太郎外務大臣

《ジヴェルニー モネの池 微風》　六曲一双屏風（右隻）　2013年

平松礼二 in ジヴェルニー
会期　開催中～ 2018 年 11 月 4 日
会場　ジヴェルニー印象派美術館

平松礼二作品、展覧会情報等の問合せ先
〒 171-0021
東京都豊島区西池袋 2-36-1-510
平松礼二展実行委員会（S&D 内）
Tel: 03-5992-2002
Fax：03-5396-5500
Mail：doi-sd@chive.ocn.ne.jp
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シヴェルニー印象派美
術館から徒歩10分ほど
の距離にあるモネの家
と庭園

《モネの池に夕の雲映る》　
六曲一隻屏風　
2013年

〈ジャポニスム――印象派〉展と〈平松礼二 in ジヴェルニー〉
展を紹介するジヴェルニー印象派美術館のリーフレット［上］。
平松展を特集紹介した『アートオブジェクト』誌表紙とインタ
ビュー誌面［下］

た
）、
フ
ラ
ン
ス
人
だ
け
で
な
く
日
本
人

の
聴
講
者
も
興
味
深
く
熱
心
に
見
入
っ
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
平
松
作
品
が

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
架
け
橋
と
な
り
、
今

後
作
品
を
通
じ
て
様
々
な
角
度
か
ら
日
本

画
や
日
本
文
化
の
研
究
が
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
講
演
会
の
最
後
に

平
松
先
生
か
ら
発
せ
ら
れ
た
「
熱
意
が
あ

る
限
り
日
本
と
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
を
つ
な
い

で
い
く
」
と
い
う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
新
た
な
展
開
の
予
感
が

す
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
町
立
湯
河
原
美
術
館
）

　
講
演
会
は
日
本
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
同
時

通
訳
に
よ
り
、学
芸
担
当
の
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・

ル
コ
ン
ト
氏
と
平
松
先
生
に
よ
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
平
松

さ
ん
と
モ
ネ
の
共
通
点
は
？
」「
新
た
な

シ
リ
ー
ズ
の
構
想
は
？
」
と
い
う
質
問
に

対
し
、「
装
飾
的
な
発
想
」、「
さ
ら
に
装

飾
性
を
高
め
た
い
」
と
平
松
先
生
は
答
え

て
お
り
、
日
本
の
伝
統
美
の
特
色
で
あ
る

「
装
飾
性
」
を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
く
姿

勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。ま
た
、ス
ク
リ
ー

ン
に
制
作
中
の
動
画
を
映
し
て
日
本
画
の

技
法
を
紹
介
す
る
場
面
で
は
（
展
示
室
に

も
日
本
画
の
画
材
の
展
示
が
あ
り
ま
し

え
る
よ
う
な
夕
映
え
の
池
面
に
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
散
ら
し
た
雲
の
表
現
に
、
常
に
「
遊

び
ご
こ
ろ
」
を
持
っ
て
新
し
い
画
境
を
切

り
開
い
て
い
く
画
家
の
意
欲
を
感
じ
ま
し

た
。

　
夕
方
よ
り
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
友

の
会
会
員
や
日
本
か
ら
の
招
待
者
な
ど
約

１
０
０
人
が
会
場
に
集
ま
る
中
、
レ
コ
ル

ヌ
仏
国
務
長
官
の
挨
拶
に
続
い
て
、
木
寺

在
仏
日
本
大
使
館
特
命
全
権
大
使
の
挨
拶

が
あ
り
、
国
を
あ
げ
て
の
事
業
で
あ
る
こ

と
、
現
代
日
本
美
術
を
代
表
す
る
作
家
と

し
て
平
松
先
生
の
評
価
が
不
動
の
も
の
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

日
仏
双
方
の
架
け
橋
へ

　
モ
ネ
の
庭
園
の
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
ジ

ヴ
ェ
ル
ニ
ー
印
象
派
美
術
館
は
、

２
０
０
９
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
公
立
美
術
館
で
、
オ
ル
セ
ー
美
術
館

の
協
力
の
も
と
モ
ネ
や
印
象
派
に
関
連
し

た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
日

仏
交
流
１
６
０
周
年
の
年
に
あ
た
り
、
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
〈
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

と
印
象
派
〉
展
（
７
月
15
日
ま
で
）
を
開

催
。
日
本
に
も
馴
染
み
の
深
い
ボ
ナ
ー
ル
、

マ
ネ
、
ゴ
ッ
ホ
等
を
は
じ
め
、
多
く
の
画

家
が
日
本
文
化
に
影
響
を
受
け
て
描
い
た

作
品
や
葛
飾
北
斎
、
喜
多
川
歌
麿
な
ど
の

浮
世
絵
版
画
が
展
示
さ
れ
、
さ
ら
に
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
の
流
れ
を
汲
む
現
代
作
家
と
し

て
「
平
松
礼
二
展 

in 

ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
」

展
が
同
時
開
催
と
い
う
運
び
と
な
っ
た
の

で
す
。

　
今
回
の
展
示
は
、
２
０
１
３
年
に
同
館

で
開
催
さ
れ
た
〈
平
松
礼
二
・
睡
蓮
の
池
・

モ
ネ
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
〉
展
の
後
、
新
た

に
収
蔵
さ
れ
た
２
点
の
屛
風
作
品
を
含
む

計
８
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
“
モ
ネ
の
睡
蓮
”
を
モ
チ
ー
フ

に
、
日
本
の
四
季
を
織
り
込
ん
だ
平
松
独

自
の
世
界
観
を
持
っ
た
作
品
で
す
。
ハ
イ

ラ
イ
ト
作
品
の
一
つ
《
モ
ネ
の
池
に
夕
の

雲
映
る
》（
六
曲
一
隻
屛
風
）
で
は
、
燃

　
私
の
所
属
す
る
町
立
湯
河
原
美
術
館
に

は
、
平
松
先
生
の
作
品
を
常
設
展
示
す
る

〈
平
松
礼
二
館
〉
が
あ
り
ま
す
。
先
生
と

の
関
わ
り
は
、
２
０
０
２
年
に
当
館
（
当

時
は
湯
河
原
ゆ
か
り
の
美
術
館
）
で
開
催

さ
れ
た
特
別
展
〈
日
本
画
・
革
新
へ
の
潮

流
―
平
松
礼
二
展
〉
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

こ
の
展
覧
会
の
企
画
を
持
ち
か
け
た
数
年

前
、
平
松
先
生
は
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術

館
の
《
睡
蓮
》（
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
作
）

に
触
発
さ
れ
、
印
象
派
の
研
究
の
た
め
ジ

ヴ
ェ
ル
ニ
ー
村
や
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
を

繰
り
返
し
取
材
し
、
１
９
９
９
年
に
そ
の

成
果
を
〈
印
象
派
　
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
へ
の

旅
〉
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
先
生
に
よ
る
と
、
そ
れ
ま
で
湯
河
原
は

な
か
な
か
訪
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
と
い

う
お
話
で
し
た
。
当
時
文
藝
春
秋
の
表
紙

絵
を
担
当（
２
０
０
０
年
～
２
０
１
０
年
）

さ
れ
て
い
た
平
松
先
生
と
の
親
交
が
始
ま

り
、
２
０
０
６
年
に
〈
平
松
礼
二
館
〉
が

開
館
。
現
在
、
平
松
先
生
に
は
当
館
の
名

誉
館
長
に
ご
就
任
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
ほ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

郊
外
に
あ
る
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
印
象
派
美
術

館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
展
覧
会
〈
平
松
礼

二 

in 

ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
〉
と
平
松
礼
二
先

生
の
講
演
会
に
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
村
の
モ
ネ
の
家
や
庭
、

そ
し
て
印
象
派
美
術
館
を
訪
ね
ま
し
た
。

ジ
ャ
ポ
ニス
ム
の
新
た
な

展
開
の
予
感

池
谷
若
菜

平
松
礼
二 

in 

ジ
ヴ
ェル
ニ
ー

［
随
行
記
］
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美術館地階のホールで行われた対談風景。多くの来場者が熱心に耳を傾けた

一
度
に
た
く
さ
ん
の
文
化
が
押
し
寄
せ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
当
時
の
日
本
文
化
を

拭
い
去
っ
て
し
ま
う
か
の
よ
う
で
し
た
。

で
も
目
を
澄
ま
し
て
見
る
と
目
の
前
に
素

晴
ら
し
い
日
本
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
っ
た
の
で
す
。
美
術
学
校
の
大
抵
の
学

生
は
彫
刻
と
か
洋
画
に
向
か
い
ま
し
た
が
、

私
は
今
目
の
前
に
あ
る
日
本
文
化
を
引
き

継
い
で
い
こ
う
と
決
心
し
、
日
本
画
に
進

み
ま
し
た
。

ル
コ
ン
ト
　
青
春
時
代
、
ど
の
よ
う
な
作

品
に
影
響
を
受
け
ま
し
た
か
。

平
松
　
特
別
関
心
を
持
っ
た
作
品
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
長
い
歴
史
を
経
て
き

た
北
斎
の
版
画
と
か
広
重
の
風
景
画
な
ど

に
惹
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ル
コ
ン
ト
　
１
９
９
４
年
に
オ
ラ
ン
ジ
ュ

リ
ー
の
モ
ネ
の
傑
作
、
壁
画
を
前
に
し
て
、

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ら
れ
た
の
で
し
た
ね
。

モ
ネ
と
の
出
会
い
は
そ
れ
が
は
じ
め
て

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
松
　
長
い
間
日
本
が
ア
ジ
ア
の
中
で
ど

ん
な
位
置
に
あ
る
の
か
、
日
本
と
は
一
体

ど
れ
ほ
ど
の
芸
術
的
価
値
を
持
っ
た
国
な

の
か
い
つ
も
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
か

ら
50
歳
に
な
る
ま
で
、
西
洋
の
方
に
あ
わ

モ
ネ
《
睡
蓮
》
と
の
出
会
い
と
衝
撃

ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
ル
コ
ン
ト
（
以
下
・
ル
コ
ン
ト
）　
　
　
　
　

　
こ
の
た
び
は
平
松
さ
ん
を
こ
こ
に
お
迎

え
出
来
て
光
栄
で
す
。
今
回
の
対
談
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

は
じ
め
に
、
あ
な
た
は
小
さ
い
頃
か
ら
絵

を
は
じ
め
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
早
く

か
ら
画
家
を
「
生
涯
の
仕
事
」
と
決
め
て

お
ら
れ
た
の
で
す
か
。

平
松
礼
二
（
以
下
・
平
松
）

　
小
さ
い
時
か
ら
絵
が
と
て
も
好
き
で
、

目
の
前
に
あ
る
も
の
全
て
を
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
に
デ
ッ
サ
ン
し
て
い
ま
し
た
。
た

だ
、
い
つ
の
時
点
で
ず
っ
と
絵
を
描
い
て

い
こ
う
と
決
心
し
た
か
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
小
学
校
4
年
生
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ル
コ
ン
ト
　
日
本
画
の
他
、
油
絵
、
彫
刻

も
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
な
ぜ
日

本
画
を
選
ば
れ
た
の
で
す
か
。

平
松
　
日
本
が
戦
争
に
負
け
て
欧
米
か
ら

オランジュリー美術館の
モネの大壁画《睡蓮》。
写真：田島正/アフロ

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

平
松
　
少
し
外
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

日
本
の
中
世
の
絵
画
に
は
鏡
に
映
る
モ

チ
ー
フ
が
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
特
に

浮
世
絵
で
は
鏡
を
持
っ
た
女
性
が
自
分
を

映
し
て
い
る
様
を
描
い
て
い
ま
す
。
映
す

こ
と
に
関
心
が
強
い
民
族
、
習
性
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
モ
ネ
が
水
に

映
っ
た
雲
や
周
囲
の
木
々
や
花
々
を
キ
ャ

ン
バ
ス
に
映
し
と
る
、
そ
の
繰
り
返
し
の

行
為
が
と
て
も
興
味
深
く
、
私
も
そ
れ
を

実
験
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ル
コ
ン
ト
　
１
９
０
７
、１
９
０
８
年
に
モ

ネ
が
使
っ
た
丸
い
絵
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

ご
自
身
の
作
品
で
も
用
い
て
い
ま
す
。
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
松
　
と
い
い
ま
す
か
、
日
本
人
の
歴
史

の
中
に
は
随
分
前
か
ら
存
在
し
て
い
ま
し

て
、
例
え
ば
建
築
の
窓
な
ど
四
角
い
も
の

を
丸
く
し
た
り
、
半
円
形
に
し
た
り
、
三

角
形
に
し
た
り
し
て
楽
し
む
習
性
が
あ
り

ま
す
。
日
本
画
も
ま
た
し
か
り
、
で
す
か

ら
モ
ネ
の
丸
い
キ
ャ
ン
バ
ス
を
見
た
時
、

特
に
驚
い
た
り
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ル
コ
ン
ト
　
モ
ネ
は
あ
の
時
代
に
遠
近
法

不
在
の
作
品
を
制
作
す
る
大
胆
さ
、
ま
た
、

高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
の
大
き
な
ス

ケ
ー
ル
の
作
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

そ
の
取
組
み
は
あ
な
た
の
作
品
に
も
見
ら

れ
ま
す
。
二
人
の
作
品
の
共
通
点
は
何
で

わ
り
な
が
ら
、
写
生
を
し
、
ど
う
し
て
こ

れ
ほ
ど
日
本
画
家
で
あ
る
自
分
の
心
を
捉

え
て
離
さ
な
い
の
か
、
そ
れ
を
自
分
で
研

究
し
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

ル
コ
ン
ト
　
モ
ネ
の
後
半
の
作
品
が
平
松

作
品
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
あ
り

ま
す
が
、
モ
ネ
の
作
品
は
あ
な
た
の
仕
事

に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

与
え
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
れ
は
あ

な
た
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
成
長
、
変
化

さ
せ
ま
し
た
か
。

平
松
　
一
番
の
驚
き
は
こ
れ
ま
で
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
よ
う
な
明
快
な
デ
ザ
イ
ン
。

油
絵
で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
点
描
の
よ

う
な
光
の
輝
き
。
そ
れ
が
一
番
の
衝
撃
で

し
た
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
私
の
絵
画
の
ス

ケ
ー
ル
感
を
出
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。
西

洋
画
は
絵
具
を
一
色
一
色
あ
る
い
は
何
色

も
混
ぜ
合
わ
せ
て
発
色
し
ま
す
。
日
本
画

は
一
色
を
何
回
も
何
回
も
塗
り
重
ね
て
差

異
を
生
み
出
す
。
画
材
は
一
色
で
も
15
と

お
り
の
粒
子
の
粗
さ
が
あ
っ
て
、
当
然
、

色
は
混
ざ
り
ま
せ
ん
し
、
混
ぜ
れ
ば
濁
り

ま
す
。
だ
か
ら
出
来
る
だ
け
一
色
一
色
を

塗
り
重
ね
最
終
的
に
希
望
す
る
色
を
表
現

し
ま
す
。
モ
ネ
の
色
彩
が
ま
さ
に
そ
う
で

感
激
し
ま
し
た
。

ル
コ
ン
ト
　
20
年
前
か
ら
平
松
作
品
に

と
っ
て
、
水
面
に
投
影
す
る
景
色
は
重
要

な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に

て
て
行
く
必
要
性
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ず
、
自
分
の
目
の
前
に
あ
る
日
本
と
東

洋
、
ア
ジ
ア
の
文
化
芸
術
を
き
わ
め
て
み

た
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
50
歳
に

な
っ
た
あ
る
時
、
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
パ
リ

で
個
展
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
ま

し
た
。
随
分
遅
れ
て
の
パ
リ
で
す
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
翌
日
、
公
園
に
散
歩
に
出
た

の
で
す
が
、
そ
こ
で
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美

術
館
の
前
に
立
っ
た
。
何
の
知
識
も
な
く

入
る
と
衝
撃
を
受
け
て
立
ち
す
く
ん
で
動

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ほ
と
ん

ど
の
西
洋
画
は
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
、
遠

近
感
を
は
っ
き
り
表
現
す
る
。
で
も
モ
ネ

の
描
い
た
睡
蓮
は
遠
近
感
に
乏
し
く
、
近

景
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東

洋
の
技
法
に
似
て
い
る
、
そ
れ
で
憑
り
つ

か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

類
を
見
な
い
デ
ザ
イ
ン
力
へ
の
共
鳴

ル
コ
ン
ト
　
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
で
の
経
験

の
後
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
モ
ネ
の
邸
と
庭

を
訪
問
す
る
こ
と
を
決
心
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
の
思
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
で
す
か
。

平
松
　
こ
の
作
品
が
生
ま
れ
た
故
郷
を
訪

ね
る
こ
と
が
、
私
の
心
の
中
の
迷
い
や
光

を
見
出
す
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

池
の
周
り
、
庭
の
周
り
を
何
回
も
歩
き
ま

[対談 ]
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ジャポニスム運動の起点になった葛飾北斎　《冨嶽三十六景 凱風快晴》
天保2年（1831年）頃 すみだ北斎美術館蔵

飾
は
絵
画
を
よ
り
美
し
く
、
よ
り
強
く
し

て
い
く
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

装
飾
の
中
に
も
一
つ
の
余
白
、
静
け
さ
と

い
う
か
、
描
い
て
あ
っ
て
も
描
い
て
な
い

よ
う
な
不
思
議
な
宇
宙
観
も
必
要
で
は
な

い
か
。
綿
密
に
空
間
を
埋
め
て
し
ま
っ
て

装
飾
を
強
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
ど
っ
か

で
フ
ッ
と
抜
け
る
よ
う
な
作
品
を
描
い
て

み
た
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
こ
の
作
品

は
白
い
桜
の
花
び
ら
だ
け
で
埋
め
る
と
い

う
、
ほ
っ
と
す
る
弱
い
空
間
を
描
い
て
み

ま
し
た
。

ル
コ
ン
ト
　
２
０
０
２
年
、
あ
な
た
は
は

じ
め
て
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
で
睡
蓮
の
絵
に

出
会
っ
た
感
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
睡
蓮
の
超

大
作
の
シ
リ
ー
ズ
を
見
て
愕
然
と
し
た
。

一
年
発
起
し
て
《
印
象
派
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ス

ム
の
旅
》
と
い
う
日
本
画
家
の
目
に
よ
る

“
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
”
を
は
じ
め
た
。

究
極
の
目
的
は
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
に
あ
る
モ

ネ
の
庭
園
で
“
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
”
を
探
求

す
る
こ
と
。
少
年
時
代
か
ら
日
本
の
美
へ

の
憧
れ
を
抱
き
続
け
た
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
、

彼
が
“
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
”
に
な
ぜ
そ
こ
ま

で
惹
か
れ
た
の
か
を
理
解
し
た
い
、
そ
し

て
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
目
と
い
う
も
の
を

探
り
た
い
」と
。で
は
あ
な
た
自
身
は
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
を
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
ま
す

か
。

力
を
持
っ
た
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

装
飾
の
中
に
も
静
け
さ
の
あ
る
空
間
を

│
N
H
K
で
放
映
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組（
２
０
１
３
年
）を
見
な
が
ら
│

ル
コ
ン
ト
　
過
去
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中

で
、
あ
な
た
は
睡
蓮
の
装
飾
的
な
要
素
に

も
惹
か
れ
た
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
を
踏
ま
え
て
、《
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー 

モ
ネ

の
池
・
風
音 

２
０
１
３
》
の
制
作
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
松
　
西
洋
絵
画
の
中
で
装
飾
は
あ
ま
り

は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
ま
せ
ん
。
モ
ネ
は

自
分
が
描
こ
う
と
し
た
水
の
上
の
睡
蓮
そ

の
も
の
が
装
飾
だ
と
解
釈
し
た
。
睡
蓮
を

鉢
植
し
一
株
ご
と
に
咲
か
せ
る
と
、
女
性

の
首
飾
り
や
イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
に
も
似
た

大
き
な
飾
り
物
に
な
る
。
こ
れ
を
実
験
し

た
の
か
想
像
し
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
モ
ネ
は
睡
蓮
を

描
く
こ
と
で
完
全
な
る
装
飾
を
表
現
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
私
は
ヒ
ン
ト

を
得
て
自
分
な
り
に
装
飾
性
を
活
か
す
よ

う
に
、
今
度
は
モ
ネ
に
私
が
答
え
を
返
す

よ
う
な
か
た
ち
で
、
モ
ネ
の
睡
蓮
を
も
っ

と
装
飾
的
に
す
る
。
池
に
映
っ
て
い
る
雲

を
金
色
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
雲
全
体

を
金
に
染
め
て
し
ま
っ
て
モ
ネ
の
装
飾
性

を
強
く
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
作

品
で
私
が
モ
ネ
に
返
し
た
答
え
で
す
。
装

す
ね
。

平
松
　
お
お
ま
か
に
描
き
始
め
た
10
代
の

頃
か
ら
、
大
体
5
年
間
勉
強
し
て
次
の
シ

リ
ー
ズ
、
つ
ま
り
5
年
を
一
つ
の
ス
パ
ン

に
テ
ー
マ
を
決
め
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

で
す
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
連
作
と
い
う
の
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
が
、
一
番
多
い
の

は
モ
ネ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
心
の
中
を
探

ろ
う
と
い
う
連
作
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

ル
コ
ン
ト
　
過
去
25
年
間
、何
度
も
ジ
ヴ
ェ

ル
ニ
ー
を
訪
れ
、
四
季
折
々
の
庭
を
歩
き

回
り
た
く
さ
ん
の
ス
ケ
ッ
チ
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
絵
の
仕
事
に
取
り
か
か
る

前
に
デ
ッ
サ
ン
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
デ
ッ
サ
ン
の
時
点
で
ど
の
色
を
使

う
か
決
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
松
　
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
時
、
必
ず
こ
う

い
う
タ
ブ
ロ
ー
を
描
き
た
い
と
い
う
こ
と

を
連
想
し
て
い
ま
す
。
訓
練
の
た
め
の

デ
ッ
サ
ン
で
は
な
く
、
制
作
す
る
た
め
の

デ
ッ
サ
ン
。
技
術
を
高
め
る
よ
り
、
い
ろ

ん
な
思
考
を
重
ね
る
こ
と
で
自
分
の
中
の

新
し
い
発
明
や
発
見
を
重
ね
る
こ
と
が
一

番
重
要
で
す
。
ま
た
、
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
に

長
い
間
来
て
い
る
の
は
、
限
り
な
く
魅
力

あ
る
場
所
だ
か
ら
。
モ
ネ
を
中
心
に
様
々

な
印
象
派
の
画
家
た
ち
が
同
地
を
訪
れ
、

実
験
制
作
し
て
現
在
に
残
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
限
り
な
い
魅

し
ょ
う
。

平
松
　
共
通
点
と
い
う
の
は
、
一
つ
は
貪

欲
に
自
分
の
絵
の
ス
タ
イ
ル
を
作
っ
て
い

こ
う
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
力
だ
と
思
い
ま
す
。

モ
ネ
が
池
に
睡
蓮
を
浮
か
べ
て
そ
れ
を
映

し
た
り
、
鉢
に
植
え
て
水
面
に
出
た
と
こ

ろ
が
非
常
に
装
飾
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
発
想
し
て
絵
画
に
し
た
。

他
に
類
を
見
な
い
よ
う
な
創
造
的
な
デ
ザ

イ
ン
、
そ
れ
に
対
し
て
私
も
大
変
共
鳴
し

ま
す
。

ル
コ
ン
ト
　
１
９
６
６
年
以
来
、
作
品
は

常
に
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
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境
は
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
に
あ
る
モ
ネ
の
睡

蓮
の
連
作
を
見
て
、
ブ
ー
ダ
ン
の
描
く
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
雲
が
あ
の
睡
蓮
を
ぐ
る

り
と
取
り
巻
い
た
ら
ど
ん
な
画
面
が
出
来

上
が
る
の
だ
ろ
う
、
そ
う
思
っ
た
か
ら
で

す
。
も
う
一
人
ボ
ナ
ー
ル
は
セ
ー
ヌ
周
辺

を
あ
の
独
特
な
色
彩
で
描
い
て
い
る
。
25

年
前
の
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
の
睡
蓮
同
様
、

セ
ー
ヌ
川
周
辺
の
自
然
が
織
り
な
す
色
彩

の
ド
ラ
マ
を
80
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
画

面
に
し
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

ル
コ
ン
ト
　
最
後
の
質
問
で
す
。
あ
な
た

は
こ
れ
か
ら
先
い
つ
ま
で
制
作
を
続
け
る

の
で
し
ょ
う
。

平
松
　
画
家
が
絵
を
や
め
る
時
と
い
う
の

は
、
肉
体
も
心
も
錘
を
つ
け
る
時
。
こ
れ

か
ら
先
、
何
年
描
け
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
や
は
り
関
心
、
興
味
、
熱
意
、
そ

う
い
っ
た
も
の
が
あ
る
限
り
描
い
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
対
象
は
や
は

り
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
と
印
象
派
と
日
本
を
つ

な
げ
る
も
の
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ル
コ
ン
ト
　
本
日
は
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
※
２
０
１
８
年
６
月
15
日
収
録
、
文
責
・
編
集
部
）

熱
意
が
続
く
限
り
描
き
続
け
る

ル
コ
ン
ト
　
印
象
派
の
巨
匠
の
足
跡
を
た

ど
っ
て
ル
ー
ア
ン
や
オ
ン
フ
ル
ー
ル
、
エ

ト
ル
タ
、
フ
ェ
カ
ン
、
ド
ー
ヴ
ィ
ル
、
ト

ロ
ー
ヴ
ィ
ル
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
旅
の
目

的
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

平
松
　
は
じ
め
て
パ
リ
に
足
を
運
ん
で
以

来
24
年
間
、
ひ
た
す
ら
セ
ー
ヌ
川
を
上
っ

た
り
下
っ
た
り
し
な
が
ら
思
っ
た
の
は
、

日
本
の
浮
世
絵
を
き
っ
か
け
に
し
て
自
分

た
ち
の
心
の
中
の
絵
を
美
術
運
動
に
し
よ

う
と
し
た
印
象
派
の
画
家
た
ち
が
い
た
と

い
う
事
実
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
い
っ
た
も

の
の
発
生
を
当
時
の
モ
ネ
だ
け
の
心
の
中

か
ら
探
り
出
す
の
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん

の
画
家
た
ち
の
心
の
中
か
ら
探
り
出
し
て
、

私
の
画
家
人
生
の
中
の
大
き
な
研
究
に
し

た
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
画
家
が
活
動
し
た

所
、
描
い
た
所
な
ど
、
現
場
に
立
た
な
く

て
は
出
来
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ル
コ
ン
ト
　
２
０
１
３
年
に
画
家
ウ

ジ
ェ
ー
ヌ
・
ブ
ー
ダ
ン
に
つ
い
て
触
れ
て

い
ま
す
が
そ
れ
は
何
故
で
し
ょ
う
。
ま
た

他
に
ど
ん
な
画
家
と
向
き
合
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
か
。

平
松
　
以
前
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
芸
員
の
方

か
ら
モ
ネ
の
次
に
何
を
勉
強
す
る
の
か
と

聞
か
れ
、
思
わ
ず
ブ
ー
ダ
ン
、
そ
れ
か
ら

ボ
ナ
ー
ル
と
答
え
ま
し
た
。
そ
の
時
の
心

し
ょ
う
か
。
生
き
た
睡
蓮
が
様
々
な
か
た

ち
に
変
化
し
て
、
絵
画
だ
け
で
な
く
も
っ

と
大
き
な
宇
宙
を
生
み
出
し
て
い
る
感
じ

が
し
ま
す
。

ル
コ
ン
ト
　
以
前
あ
な
た
が
一
番
影
響
を

受
け
た
画
家
と
し
て
北
斎
の
名
が
挙
が
り

ま
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
か
。

平
松
　
例
え
ば
有
名
な
富
士
の
絵
《
凱
風

快
晴
》
が
あ
り
ま
す
。
山
を
描
く
だ
け
で

ど
れ
だ
け
大
き
な
宇
宙
観
を
感
じ
さ
せ
る

か
。
手
前
に
は
ほ
と
ん
ど
何
も
描
い
て
お

ら
ず
、
あ
る
の
は
空
の
白
い
雲
だ
け
で
す
。

３
７
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
き
な
山

を
小
さ
な
画
面
の
中
で
う
ん
と
右
に
寄
せ

て
し
ま
っ
て
、
雲
と
手
前
の
空
間
の
表
現

だ
け
で
魅
了
す
る
。
こ
の
ス
ケ
ー
ル
感
は

現
代
的
に
い
う
と
大
変
大
き
な
設
計
力
を

持
っ
て
い
る
、
ま
さ
に
構
図
の
魅
力
。
画

家
の
最
大
の
武
器
が
如
何
な
く
発
揮
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
様
に
《
神
奈
川
沖
浪
裏
》

も
遠
く
に
富
士
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
波

を
こ
れ
だ
け
大
き
く
描
き
波
頭
の
先
の

デ
ィ
テ
ー
ル
ま
で
細
か
く
描
き
こ
ん
で
全

体
を
躍
動
感
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
設
計
力
に
満
ち
た
絵
画
。
こ

れ
ほ
ど
大
き
な
世
界
を
小
さ
な
画
面
に
描

い
た
作
家
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
松
　
そ
れ
は
と
て
も
難
し
い
質
問
で
す

ね
。
画
家
は
一
人
一
人
、
自
分
の
物
の
見

方
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
表
現
を
す
る
か
、

各
々
異
な
り
ま
す
。
画
家
と
い
う
の
は
自

分
一
人
が
一
つ
の
個
性
で
あ
り
た
い
と

常
々
考
え
る
。
で
す
か
ら
た
だ
日
本
の
絵

画
に
興
味
が
あ
っ
て
と
い
っ
て
も
、
絶
対

自
分
で
し
か
生
み
出
せ
な
い
よ
う
な
モ

チ
ー
フ
を
確
立
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

た
く
さ
ん
の
人
が
日
本
の
浮
世
絵
か
ら
創

作
の
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た
が
、
モ
ネ
は
自

分
自
身
で
新
し
い
装
飾
、
様
式
性
、
遊
び

心
な
ど
を
見
出
し
た
。
そ
の
最
大
の
モ

チ
ー
フ
が
睡
蓮
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
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